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新学期が始まりもうすぐ２か月！
５月が終わりに近づき、令和４年度度が始まってから早２か月が経とうとしています。

その間、お子様の新しい学年学級での生活はいかがでしょうか。学級のメンバーや担任が
代わったこともあり、始めは様子見ということがあったかもしれません。しかし、だんだ
んと新しい生活に慣れ、少しずつ自分を出せるようになってきたのではないかと思います。
そうなると、今度は、お互いの意見のぶつかり合いが起こってきます。争いごとなどない
方がいいのですが、それも成長の１つと考えれば必要な物かもしれません。けがなど命に
関わるようなことは絶対にいけませんが、児童の大きな成長を願いながら
適切な支援を心がけていきます。御協力よろしくお願いいたします。

芳賀地区陸上記録会に参加しました!!
５月１８日（水）に芳賀地区陸上記録会が開催され、本校からは１９名の児童が代表と

して参加しました。当日は日差しが強く暑くなり、競技はたいへんでした。その中で本校
児童は、みんな明るく前向きな取組で、楽しそうな姿がたいへん印象的でした。普段の練
習からがんばっていて、それを見ていた児童の応援する姿も素晴らしいと思いました。そ
ういった全員の雰囲気が、代表児童の活躍を支えているように思います。

田植え体験 読み聞かせ
５月１６日（月）、５年生による ５／２４（火）、第１回目の教職

田植え体験が行われました。毎年学校東側の黒﨑 員による読み聞かせが行われまし
さんの田んぼをお借りし、５年生の生活体験学習 た。本校の児童は、本当によく読書
の一環として毎年行っています。初めて田植えを をしています。また、読み聞かせを
する児童が多く、歓声を上げながら、楽しく取り たいへん楽しんでいるので、先生方
組んでいました。毎日稲の生長を楽しみたいと思 は電子黒板を利用するなどいろいろ
います。秋の収穫が楽しみになりますね。 工夫して取り組んでいます。

６月の主な行事予定
１（水） 新体力テスト（～１４日） １５（水） ２年生活科校外学習

１年家庭教育学級 委員会② ６年茶道体験
ＰＴＡ交通安全委員会 １６（木） ５年臨海自然教室（～１７日） 巡回相談

２（木） ４年宿泊学習（～３日） １７（金） English Day（１,2年）
３（金） 巡回相談 スクールサポーター芳賀北来校
５（日） とちぎ国体炬火イベント ２１（火） 教職員による読み聞かせ
６（月） ６年華道体験 教育相談（~10日） ＩＣＴ支援員来校
７（火） English Day（５年） 教育相談② ２２（水） 北小タイム（校長講話・表彰）
８（水） 歯科検診 １年移動動物園 ２３（木） ４年人権の花贈呈式

ＰＴＡ本部役員会 ＩＣＴ支援員来校 巡回相談
９（木） 心臓検診一次 ２４（金） 授業参観 保護者会

１０（金） English Day（１,２年） ２６（日） 陸上競技大会県予選会
スクールサポーター芳賀北来校 ２７（月） 交通安全教室

１４（火） 移動音楽教室（４～６年） ２８（火） ＩＣＴ支援員来校
２年ブレインジム ２９（水） 委員会③

『学ぶ子 守る子 がんばる子』
集中して学び、生命と人権を
守り、生きる力の基礎を身に
付けた子どもを育成する。
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※芳賀北小ホームページでは、カラーで学校だよりを掲載しています。
ぜひ御覧ください。

☆児童たちの活躍・学校生活の様子☆
【田植え体験】（５年）

【芳賀地区陸上記録会】

【１年生を迎える会】

梅雨って何？
梅雨って何？なぜ「つゆ」って読むの？お子様にそう聞かれたらどう答えますか？
御存知の通り、梅雨は、5月頃から7月頃にかけての雨の多い時期を言います。日

が決まっているわけではなく、始まりも終わりも早かったり遅かったりします。5月
頃、北海道の北の方に「オホーツク海気団」と言われる冷たい空気の塊(寒気団)がで
きます。一方、日本の東南の海上には「小笠原気団」という暖かい空気の塊(暖気団)
ができます。この２つの気団が日本の上空でぶつかり合い、せめぎ合いを行い、身動
きがとれなくなってしまいます。この境目を前線(梅雨前線)と言い、付近に雲ができ、
雨が続くことになります。これが「梅雨」ということになるわけです。
なぜ「梅雨(つゆ・ばいう)」というのかには諸説あるようです。「梅」

という漢字を使うのは中国が発祥で、ちょうどその時期に梅が熟すこと
からとか。また、湿気が高く黴(カビ)が生えやすいことから「黴雨(ばいう)」
と呼ばれ、同じ読みの「梅雨」に転じたとか。さらに、なぜ「つゆ」と読むのかには、
雨により草木につく「露(つゆ)」を由来とするものや、梅の実が熟して潰れる時期で
あるため「潰ゆ(つゆ)」を連想した、などこちらも諸説あるようです。
何にしても長雨はジメジメしていて洗濯物も乾かないし外で遊ぶこともできない。

やっかいな日が続くことになり、気が重くなりますね。でももし梅雨がなかったら…。
自然界にとって「梅雨」は「恵みの雨」です。この時季の雨は稲や野菜の生長に欠か
せません。また、芽吹いた草木は多くの養分を必要としていますが、雨は土や太陽か
ら養分を吸収する助けとなっています。人間にとっても大切な飲み水となります。空
梅雨の時には、水不足が心配されますね。自分にとってやっかいなものであっても必
要不可欠で大切なものです。安易に嫌ってはいけませんね。
日本には四季がああるので、それぞれの季節に梅雨に似た長雨の季節があります。

菜の花が咲く頃の長雨が「菜種梅雨」。最も代表的な「梅雨」。アジサイが見頃になり
ますね。次に来るのが「すすき梅雨」。「秋の長雨」「秋霖」などとも呼ばれています。
そしてサザンカが咲く頃の「山茶花梅雨」。梅雨はそれぞれの季節の変わり目を教え
てくれるものです。そんなことを考えながら、梅雨は梅雨で楽しめるといいですね。


